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１．ミドリ安全の空気清浄システム

①喫煙室向け空気清浄機

②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）

③パーラー・アミューズメント施設向け電気集じん機

④空調用エアフィルタ

⑤工場向けオイルミストコレクタ



①．喫煙室向け空気清浄機

健康増進法 （厚生労働省平成１５年５月１日施行）

第２５条より
学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、

百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店その他の多数の
者が利用する施設を管理する者は、これらを利用する者
について、受動喫煙（室内又はこれに準ずる環境におい
て、他人のたばこの煙を吸わされることをいう。）を防止
するために必要な措置を講ずるように努めなければなら
ない。

事業主の方は受動喫煙の防止策を講じる事が努力義務
化されました。



①.喫煙室向け空気清浄機

喫煙対策ガイドライン （厚生労働省平成１５年５月９日公表）

基本的な考え方

１．実態に即して、職場における喫煙対策に積極的に

取り組むことが望ましい。

２．方法としては、前面禁煙と空間分煙があり、

空間分煙を中心に対策を講ずる場合を想定。



①.喫煙室向け空気清浄機

厚生労働省 喫煙室 空気環境の基準

１．非喫煙場所から喫煙場所への気流が0.2(m/sec)以上

２．喫煙場所の時間平均浮遊粉じん濃度が0.15(mg/m3)以下

３．喫煙場所の一酸化炭素濃度が10ppm以下



①. 喫煙室向け空気清浄機
必要換気量の計算（１）

【扉の有効開口面積からの算出】

喫煙室入口有効開口面積（ｍ２）＝
喫煙室入口通過風量（ｍ３／ｓｅｃ）÷０．２（ｍ／ｓｅｃ）

＜計算例＞

９００ｍｍ幅×１，８００ｍｍ高さの扉の場合

０．９×１．８×０．２×３，６００≒１，１６６（ｍ3／Ｈｒ）



必要換気量の計算（２）：CO濃度必要換気量

【室内の一酸化炭素濃度を１０ppm以下にするための

必要換気量の算出】

タバコから発生するCO量＝１２．１mg/分・本
≒１０．６ｐｐｍ/分・本
（厚生労働省ホームページより【マイルドセブンの場合】）

必要換気量（ｍ3/min）＝
１０．６（ｐｐｍ／分・本）÷１０（ｐｐｍ）× 同時喫煙人数（Ｎ）

＜計算例＞

同時喫煙人数４人の場合

１０．６÷１０×４×６０≒２５５（ｍ3／Ｈｒ）

①. 喫煙室向け空気清浄機



①喫煙室向け空気清浄機

必要換気量の計算（３）:粉じん必要換気量

【室内浮遊粉じん濃度０．１５(mg/m3)以下にするための

必要換気量の算出】

タバコから発生する粉じん量＝１０ｍｇ/本
≒２ｍｇ/分・本

（中央労働災害防止協会編 『職場における喫煙対策Ｑ＆Ａ』より）

必要換気量（ｍ3/min） ＝

２（ｍｇ／分）÷０．１５（ｍｇ／ｍ３）×同時喫煙人数（Ｎ）

＜計算例＞

同時喫煙人数４人の場合

２÷０．１５×４×６０≒３，２００（ｍ3／Ｈｒ）



①喫煙室向け空気清浄機

必要空気清浄機台数の計算

Ｇ＋ＣｉＱｉ＋ＣＱｒ’（１－ηｃ）＝C（Ｑｉ＋Ｑｒ’）

Ｑｒ’＝（G+ＣｉＱｉ－ＣＱｉ）÷Ｃηｃ



①喫煙室向け空気清浄機

必要空気清浄機台数の計算:循環タイプ

【循環型：天井カセット型の場合】

・１時間の喫煙本数=２０本

・換気量＝３００ｍ3／Ｈｒ

・空気清浄機の集じん効率＝８０％（ＤＯＰ０．３μｍ）

＜計算例＞

Ｑｒ’＝（G+ＣｉＱｉ－ＣＱｉ）÷Ｃηｃ

＝（２０×１０＋０．１×３００ー０．１５×３００）÷０．１５×０．８

＝１，５４１（ｍ3／Ｈｒ）

∴ＭＫＣ－３０Ａ（３０ｍ3／ｍｉｎ）が１台必要



①喫煙室向け空気清浄機

必要空気清浄機台数の計算：局所吸引タイプ

【局所吸引型：カウンター型の場合】

・１時間の喫煙本数５０本

・換気量＝３００ｍ3／Ｈｒ

・空気清浄機の集じん効率＝９２％（ＤＯＰ０．３μｍ）

＜計算例＞

Ｑｒ’＝（G+ＣｉＱｉ－ＣＱｉ）÷Ｃηｃ

＝（５０×１０×（１－０．８×０．９２）＋０．１×３００ー０．１５×３００）÷０．

１５×０．９２

≒８４９（ｍ3／Ｈｒ）

∴ＭＫＳ－１５ＣＳＤ（１５ｍ3／ｍｉｎ）が１台必要



商品ラインナップ

仕様

①喫煙室向け空気清浄機

【循環型：天井カセット型】



①喫煙室向け空気清浄機

商品ラインナップ 【循環型：天井隠蔽ダクト型】



①喫煙室向け空気清浄機

商品ラインナップ 【循環型：床置型】



①喫煙室向け空気清浄機

商品ラインナップ 【局所吸引型：カウンター型】



①喫煙室向け空気清浄機

商品ラインナップ【局所吸引型：テーブル型】



①喫煙室向け空気清浄機

商品ラインナップ

【誘引気流方式】



①喫煙室向け空気清浄機

納入事例 【循環方式】



①喫煙室向け空気清浄機

納入事例 【局所吸引方式】





②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）

電気集じん機採用のメリット

高性能

低ランニングコスト

産業廃棄物・CO2の低減



商品のラインナップ

②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）



②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）

メリット１：高性能



メリット２：低ランニングコスト

②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）



②空調機組込み型電気集じん機（ビル空調用）

メリット３：産業廃棄物、CO2排出量の低減



③パーラー・アミューズメント施設向け
電気集じん機



④空調用エアフィルタ

商品のラインナップ

中・高性能フィルタ

塩害除去フィルタ

抗菌・防カビフィルタ

プレフィルタ



⑤工場向けオイルミストコレクタ


